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就
職
だ
よ
り

　
３
月
１
日
の
「
就
活
解

禁
」
に
向
け
て
準
備
は
進
ん

　
神
奈
川
県
内
の
企
業
や
団

体
が
抱
え
る
経
営
課
題
に
、

大
学
生
が
解
決
策
を
提
案
す

る
産
学
連
携
の
課
題
解
決
型

コ
ン
ペ
「
第
17
回
神
奈
川
産

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
一
般
社
団
法
人
神
奈
川

経
済
同
友
会
主
催
）
の
表
彰

式
が
12
月
15
日
、
横
浜
市
の

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
行
わ
れ

た
。
専
大
か
ら
は
最
優
秀
賞

に
４
チ
ー
ム
、
優
秀
賞
に
14

チ
ー
ム
が
選
ば
れ
た
。

　
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
今
回
は
31
社
か
ら
32
テ
ー

マ
が
提
示
さ
れ
、
21
大
学
１

５
７
チ
ー
ム
が
参
加
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
、
リ
モ
ー
ト

を
活
用
し
た
活
動
と
な
っ
た

が
、
学
生
た
ち
は
積
極
的
に

取
り
組
み
、
具
体
的
な
提
案

を
行
い
、
各
企
業
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
た
。

最
優
秀
賞
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
声

●
竹
中
唯
未
さ
ん（
経
営
３
）

　「
人
材
確
保
」
と
い
う
課

題
に
三
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
ま
し
た
。
企
業
の
思
い

を
く
み
取
り
、
根
本
か
ら
改

善
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ

や
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
長
澤
萌
々
佳
さ
ん（
経
営

３
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
児
童

救
済
事
業
の
記
録

｜
｜
『
波

ぽ
ー
ら
ん
ど蘭
児
童
関
係
日
誌
』

一
九
二
〇
〜
一
九
二
二
年
｜
｜

宇
都
榮
子
・
小
笠
原
強
・

村
上
葵
ほ
か

編
著

　
１
９
２
０
〜
22
年
、東
京
・

大
阪
で
７
６
５
人
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
児
童
が
救
済
さ
れ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
と
ロ
シ
ア

革
命
後
の
シ
ベ
リ
ア
に
は
約

５
万
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が

在
住
。
内
戦
や
、
飢
餓
・
寒

冷
に
よ
る
親
の
死
亡
で
、
孤

児
が
多
数
発
生
し
た
。

　
波
蘭
児
童
救
済
会
（
１
９

１
９
年
設
立
）
は
子
ど
も
た

ち
を
日
本
か
ら
米
国
ま
た
は

英
国
経
由
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ

帰
国
さ
せ
る
計
画
を
た
て
、

日
本
国
内
で
の
救
済
を
日
本

政
府
に
依
頼
、
そ
の
任
を
日

本
赤
十
字
社
が
担
っ
た
。

　
本
書
は
、
宿
舎
日
誌
『
波

蘭
児
童
関
係
日
誌
』
を
初
全

翻
刻
し
、
さ
ら
に
、
日
赤
と

孤
児
に
宿
舎
を
提
供
し
た
福

田
会
の
機
関
誌
、
新
聞
雑
誌

等
の
本
事
業
関
係
記
事
も
初

翻
刻
し
た
。
救
済
す
る
側
中

心
に
検
討
し
て
い
る
先
行
文

献
と
異
な
り
、
日
誌
中
心
に

ほ
か
の
史
料
も
紹
介
し
、
救

　最近トーイックで出題されるリスニング問題での方言や訛りについて質

問を受ける事が増えました。トーイックの試験ではアメリカ英語、イギリ

ス英語、カナダ英語、そしてオーストラリア英語の四つの英語の方言や訛

りによるリスニング問題が出題されるので、どのように聞き分ければい

いのか勉強方法がわからないというところがその質問の理由になっていま

す。

　英語にも方言が存在します。例えば「受付」はアメリカやカナダではfront 

deskですが、イギリスやオーストラリアではreception、「アパート」は

アメリカやカナダではapartmentですが、イギリスやオーストラリアでは

flatになります。ただし、このような方言の聞き取りは表現の違いを覚え

語彙を増やすことで対応することができます。

　厄介なのは、訛りの聞き取りです。ある訛りでは聞き取れる言葉が、他

の訛りでは全く知らない言葉に聞こえてしまうことがあります。とても時

間がかかる勉強法ですが、訛りによるそれぞれの特徴を一つ一つ覚えるこ

とで、トーイックの問題に対応することができます。例えば、アメリカ英

語では /r/ の発音を伸ばして発音しますが、イギリス英語の /r/ の発音

はあまり強調されません。このような違いを覚えれば、アメリカ英語では

doorは「ドア」と発音しますが、イギリス英語ではdoorは「ドー」になる

ことがわかり、聞き取ることができるでしょう。もっと効果的なのは、多

聴によって訛りの特徴に慣れていくことです。過去の問題集を使い、それ

ぞれの訛りを何度も繰り返し聞き、慣れていくことで、聞き取りの力を伸

ばすことができるでしょう。 （応用言語学〈第二言語習得・英語教育学〉）

短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホームページで。

英語の方言や訛りの聞き取りについて
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宮田 宗彦
国際コミュニケーション学部准教授

（外国語教育研究室長）

　
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
奨
励
金
の
授
与
式
が
１
月

27
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
、
西
岡
貴
史
さ
ん

（
令
３
商
）
に
小
林
守
商
学

部
教
授
（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
長
代
行
）
か
ら

奨
励
金
が
贈
ら
れ
た
。

西岡さん（令３商）に贈呈

アントレプレナーシップ奨励金

　「
専
修
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜
｜
第
９

期
・
蒼
翼
の
学
舎
」
の
最
終

報
告
会
が
12
月
23
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
経
営

学
部
の
正
課
科
目
（
全
学
公

開
科
目
）
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
課
外

講
座
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
開
講
。
受
講

生
は
、
講
座
と
学
内
外
で
の

テ
ー
マ
活
動
に
参
加
し
、
理

論
と
実
践
、
振
り
返
り
（
内

省
）
を
通
じ
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
身
に
つ
け
る
。

　
今
年
度
は
33
人
の
受
講
生

が
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
企

業
や
市
民
団
体
と
協
力
し
た

テ
ー
マ
活
動
に
取
り
組
ん

だ
。
報
告
会
で
は
、
約
９
カ

月
に
お
よ
ぶ
活

動
の
様
子
や
、

そ
の
な
か
で
見

い
だ
し
た
自
分

た
ち
な
り
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
表
し
た
。

　
川
崎
経
済
新

聞

チ

ー

ム

は

「
読
者
の
心
を

動
か
し
、
行
動

を

起

こ

さ

せ

る
」
こ
と
を
目

標
に
、
６
本
の

記
事
を
作
成
し

た
。
企
画
、
取
材
、
執
筆
、

編
集
に
の
め
り
込
む
あ
ま

り
、
記
事
の
作
成
が
目
的
化

し
て
し
ま
っ
た
と
振
り
返

り
、「
状
況
を
伝
え
合
い
、

対
話
に
よ
っ
て
目
標
と
の
差

を
解
消
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
訴
え
た
。

　
た
ま
運
営
委
員
会
チ
ー
ム

は
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
「
た
ま
楽
市
」
の

運
営
に
携
わ
り
、
地
域
通
貨

「
た
ま
」
の
普
及
を
目
指
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域
通

貨
を
使
っ
て
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
を

多
数
用
意
し
、
来
場
者
数
を

３
倍
近
く
に
増
や
す
こ
と
に

成
功
。
活
動
を
通
じ
て
「
相

互
作
用
し
、
貢
献
す
る
環
境

を
形
成
す
る
」
こ
と
の
重
要

性
を
学
ん
だ
。

最優秀賞、優秀賞を獲得した学生たち

　
三
浦
半
島
の
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
、
ま
と
め
て
い
く
こ
と

で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

●
中
嶋
茜
さ
ん（
商
３
）

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
考
え
ま
し
た
。
議
論
が

何
度
も
振
り
出
し
に
戻
る
な

ど
苦
労
し
た
分
、
力
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
久
保
田
常
光
さ
ん（
商
３
）

　
投
資
家
層
の
拡
大
を
目
的

に
大
学
生
対
象
の
新
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
ま
し
た
。
投
資
を

学
び
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す

る
作
業
は
楽
し
く
、
メ
ン
バ

ー
の
絆
も
深
ま
り
ま
し
た
。

４
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞

各チームが見いだしたリーダーシップを発表

メンバー
※敬称略、先頭がリーダー 所属ゼミ テーマ・企業

竹中 唯未　　山田 拓海
黒澤 永大　　白石 亮

経営学部・
福原康司

当社における人材確保の取り組み（旭企業株
式会社）

長澤 萌々佳　中村 碧海
青山 菜々子　佐々木 優衣
貞冨 亜流公

経営学部・
目黒良門

地域金融機関として、地域のお役に立てる
新たなサービスについて提案してください
（かながわ信用金庫）

中嶋 茜　　　岩瀬 晃一
森長 丈登　　加藤 志織

商学部・
石川和男 マンションの長寿命化（株式会社富士防）

久保田 常光　杉浦 祐介
三沢 大海　　山岸 亮
宮本 祥吾　　田中 康太郎

商学部・
成岡浩一

デジタル活用により投資初心者向けサービス
等、投資家層の拡大を図れる施策をご提案く
ださい（SMBC日興証券株式会社）

清沢 佳奈　　國定 沙布
駒田 昴　　　石井 和真

経営学部・
目黒良門

花上 未奈　　齋藤 陽来
田中 舞衣　　内田 千聖
岡田 有莉夏

経営学部・
小川 博雅

山崎 雅　　　菊地 智尋
白石 望　　　浅野 塁
水谷 空

経営学部・
今井 雅和

加藤 知之　　高杉 洋輝
鈴木 あずな　石川 絢賀
藤代 海音

経営学部・
間嶋 崇

指田 竜汰　　長岡 虹華
原田 由衣

経営学部・
福原 康司

杉浦 杏菜　　小口 勝太
青野 俊輔　　脇山 千穂

経営学部・
金 成洙

◆ 優秀賞 ◆

◆ 最優秀賞 ◆

山本 龍馬　　渡邊 瑞希
矢島 萌　　　崔 晶賢

経営学部・
金 成洙

水野 雅之　　郷 ゆめな
太田 竣也　　佐藤 未歩

経営学部・
福原 康司

永井 悠太郎　本多 雛乃
安藤 大生　　長倉 千恵

商学部・
石川 和男

加藤 市紋　　宮岡 健太
佐生 菜々花　渡邉 日和

商学部・
石川 和男

原 颯太朗　　千石 義洸
加藤 桃子　　張ケ谷 みゆき

商学部・
石川 和男

磯田 汐莉　　柏原 舞
秋本 茉帆　　渡邉 葵

商学部・
櫻井 康弘

芹生 真優　　宮下 理那
山田 陸　　　関根 圭祐

商学部・
谷守 正行

根本 莉沙　　安田 竜海
田村 郁至　　臼井 直央

商学部・
中原 孝信

神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
「
専
修
大
学
生
の
た
め
の

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
個
別

相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。
地

元
・
地
方
就
職
を
検
討
し
て

い
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

９
カ
月
間
の
活
動
を
報
告

訃
　
　
報

大
西
勝
明
氏
（
お
お
に
し
・

か
つ
あ
き
）
名
誉
教
授
・
元

商
学
部
教
授

　
１
月
23
日
、
78
歳
で
死

去
。
１
９
６
８
年
か
ら
２
０

１
４
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

経
営
学
。

済
対
象
と
な
っ
た
児
童
の
生

活
面
に
迫
り
、
国
民
か
ら
の

同
情
（
寄
付
金
品
）
も
紹
介

し
た
。（
彩
流
社
・
税
込
７

９
２
０
円
）

専
修
大
学
関
係
著
者
（
う

と
・
え
い
こ
）

名
誉
教
授
。

日
本
社
会
福
祉
史
。（
お
が
さ

わ
ら
・
つ
よ
し
）

文
学
部
助

教
。
東
洋
史
。（
む
ら
か
み
・

あ
お
い
）

文
学
研
究
科
歴

史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

日
本
近
世
史
。

で
い
ま
す
か
？
　
悩
み
や
課

題
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
個

別
相
談
を
活
用
し
て
、
課
題

克
服
に
向
け
た
対
策
を
立
て

ま
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
で
は
状
況
に
合
わ
せ
て
相

談
体
制
を
変
更
し
て
い
ま

す
。
相
談
体
制
に
つ
い
て
は

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
月
24
日
（
木
）、
28
日

（
月
）、
３
月
２
日
（
水
）、

３
日
（
木
）
に
官
公
庁
の
36

機
関
が
集
結
す
る
、「
公
務

員
・
独
立
行
政
法
人
等
業
務

説
明
会
」（
学
年
不
問
）
を

開
催
し
ま
す
。
各
機
関
の
採

用
担
当
者
が
、
業
務
内
容
や

仕
事
内
容
な
ど
の
情
報
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
お
話
し
し
ま

す
。

　
２
月
16
日
（
水
）、
21
日

（
月
）、
３
月
２
日
（
水
）、

11
日
（
金
）、
17
日
（
木
）

左
か
ら
小
林
教
授
、
西
岡
さ
ん
、
選
考
委
員

の
内
原
康
雄
氏
（
昭
62
経
営
）

　
同
制
度
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
て

起
業
を
実
現
し
た
学
生
の
奨

励
を
目
的
に
20
年
に
創
設
さ

れ
た
。
西
岡
さ
ん
は
４
年
次

に
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
鳳
賞
を
獲

得
。
そ
の
事
業
計
画
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
在
学
中

の
２
０
２
１
年
２
月
に
「
た

び
ふ
ぁ
ん
」
を
起
業
し
た
。

　
現
在
は
行
政
と
連
携
し
た

実
証
実
験
や
サ
ー
ビ
ス
拡
充

な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

「
大
量
送
客
を
前
提
に
し
た

従
来
の
旅
行
代
理
店
事
業
と

は
異
な
る
、
息
の
長
い
『
旅

の
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
モ
デ
ル
』

を
つ
く
り
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。


